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事前検査・施設検査に向けて

• 立ち上げ
• ハード・ソフトウェアなどのチェック
• オプティクス調整（通常オプティクス、バーストモード）
• 前回の運転は木・金の2日間でダンプまでビーム輸送←要確認

• 前回運転との相違点
• 入射部空洞が前日まで立ち上がってない？
• RF源の更新・交換？位相器のリモートアクセス
• CCG磁気シールドの設置（環境磁場の変化、真空読み取り値）
• 南側直線部＠通常オプティクスの変更
• 入射部・ダンプシケイン遮蔽追加
• 放射線インターロックは？（電子銃直下など）
• 施設検査中にコリメータを挿入するか？
• BPM回路、ロスモニタ増設
• LCS部クリーンモニタ&BPM移設・増設
• ダンプ前のスクリーンモニタ&ガードリング設置
• 電荷量が数10fC以上なので、CW運転でもBPMが働く。
• その他

→前回より入射部立ち上げに
時間がかかるかも

中村、ビームダイナミクスWG資料（2014.10.16)参考

→全体的にopticsが変わるかも

→施設検査中にインターロックが
かからないように対処



立ち上げスケジュール案

• スケジュール案

29日（木） ：電子銃・位相入射器調整 、 MMSチェック
30日（金） ：合流部・主空洞前マッチング、主空洞加速調整

2日 （月） ：周回部調整、エネルギー回収調整

BPM動作確認
3日 （火） ：オプティクス調整（コリメータの検討）

以上、軌道調整用バーストモード

4日 （水） ：ビーム損失調整、放射線レベル確認、 予備日

5日 （木） ：事前検査 （14:00ー17:00）
30uAのCW運転？

宮島、ビームダイナミクスWG資料（2014.10.16)も参考

6/13の運転パラメータをもとに軌道・オプティクス調整を開始


